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まず有限系の自由エネルギーをスピン系を用いて考察 してみる｡

PFN(m,a)-一志 .nzN (孤,H) (1)

zN(Tn,a)-Jd"S叩 ∂(1-si2)i8(Zsi-NTn)exp(-PK) (2)そ

LU--÷E JZ･j SiSj -HE si

(Jij;nearestneighborinteraction)

ただし

FN(7n,H)-FN(7n,0)-H7n

これは厳密には求められていないが (2)で

n∂(1-si2)～ ♂(N-= si2)

(3)

(4)

と代えたsphericalモデルについては〃≫1に対して正確に計算することができる｡その

結果, T<Tc,H-Oの暗,自発磁化± 7nsの間でFN(m,0)はバリアとなり,その高

さは

AFN∝N-2/3 (5)

となるo (ただし3次元,Tcおよび7n はN-∞の時のもの )これに対し±7n より外S - 1 ー S

側は殆んどNによらず,N--ではFN(m,0)は±7nsの間で平らになる02次元イジ

ング系では上の2/3の代 りに1/2と報告されており,一般に
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AFN∝N-]･ 0<̂ <1

と考えられる.(分子場近似では}-0)

H≠0の場合は(4)より

!HJ.>Hc≡AFN/7ns
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(6)

(7)

に対してFN(7n,a)は doubleminimumではなくなるoこの限界磁場Hcは(6)よりHc

∝N-1と,N依存である｡この関係を図1に示したo

ーms 0

図 1

領域Ⅰではバリアはなく,ⅠではAFN>0であるo 各々の領域に対して,長時間域
での動力学が次のように特徴づけられる｡

ト 自由エネルギーバリアはなく,局所平衡に達した後は,長波長モー ドの揺ぎが不

安定異常増大を示し,準安定状態が崩壊する｡動力学としては非線型モー ド結合理
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論が必要である｡

廿.不安定モードは現われず,すべてのモードが定常に達した後は,LROのみで閉じ

たマスター方程式

意 p(m,i)-mv (m′- -)p(n′,tト ∑W(-一m′ )p(-,i)7n/

が適用され,緩和時間は

T2∝exp(PNAFN)

と, AFN≠0である限り大きな系では実際上無限大であるO

緩和過程に現われる自由エネルギーはFNをN倍した全自由エネルギーであり,H-

0では

NAFN∝〃 11㌧ -

となり,N--とH-0の極限操作の順序が問題であり,N-1-0, a-0は特異点と

なる｡

Ⅰの領域に対しては昨年の王子セミナーで扱ったmean-spherical近似の方法で,空間

的揺ぎとLROの時間発展を調べることができ,有限系に対する上記の考察がこの立場

からも補強される｡
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